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議案番号	 	 施設名称

149	 	 ぷらっとぴあ・やず

148	 	 大門体験農園

147	 	 やまめ供給施設

146	 	 八東フルーツ総合センター

八頭町観光協会
会長　本田　陽二

物産館みかど
会長　平木　誠

私都養殖漁業生産組合
組合長　和田　準一

八東地域振興㈱
代表取締役　寺坂　健治

期間：３年　令和 6 年 4 月～ 9 年 3 月
年間管理料：551 万円
郡家駅コミュニティ施設「ぷらっとぴあ・
やず」の維持管理。各種催し開催。

期間：３年　令和 6 年 4 月～ 9 年 3 月
年間管理料：43.2 万円
地元農産物の販売。施設維持管理。

期間：３年　令和 6 年 4 月～ 9 年 3 月
年間管理料：16.1 万円
姫路公園などへのヤマメ供給。つかみ
取りなどのイベント実施。施設維持管
理。

期間：３年　令和 6 年 4 月～ 9 年 3 月
年間管理料：375 万円
地元農産物販売。施設維持管理。
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指定管理者 決まる
町内施設の

議案番号	 	 施設名称

143	 	 下私都農産物加工施設

144	 	 船岡竹林公園

145	 	 やずミニSL博物館

㈲こおげ農業開発センター
代表取締役　井上　康
期間：３年　令和 6 年 4 月～ 9 年 3 月
年間管理料：なし
地元味噌製造及び販売。
イベントへの出品。

㈱遠藤農園
代表取締役　小山　由香
期間：３年　令和 6 年 4 月～ 9 年 3 月
年間管理料：770 万円
宿泊施設、屋外施設等の運営管理。接
客業務。地元の旬の食材を活用し公園
利用者に食事提供。

若桜線 SL 遺産保存会
会長　山根　徹
期間：３年　令和 6 年 4 月～ 9 年 3 月
年間管理料：320 万円
ミニSL 博物館施設の運営管理及び各
種イベントの開催。ミニSL機関士養成。
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◇
議
案
150
号
（
可
決
）

令
和
５
年
度
八
頭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
８

９
９
万
４
千
円
を
追
加
す
る
も
の

<

主
な
歳
出>

○
財
産
管
理
費�

４
，
６
７
０
万
円

　

郡
家
駅
前
用
地
購
入
費
、
旧
八
東
保
育

所
除
却
工
事
設
計
業
務
委
託
、
旧
八
東
小

学
校
除
却
工
事
設
計
業
務
委
託

　

12
月
定
例
会
が
13
日
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。
条
例
の
制
定
が
２
件
、
条
例
の

一
部
改
正
５
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
７

件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
２
件
、
特
別
会

計
補
正
予
算
６
件
、
議
員
発
議
２
件
は
原

案
ど
お
り
可
決
し
、
議
員
提
出
の
一
般
会

計
補
正
予
算
の
修
正
動
議
は
否
決
し
ま
し

た
。
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
陳
情
１
件

は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

◇
議
案
第
137
号
（
可
決
）

八
頭
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

個
人
住
民
税
の
寄
付
金
税
額
控
除
対
象

と
な
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
つ
い
て

指
定
期
間
の
経
過
し
た
も
の
を
削
除
す
る

も
の

◇
議
案
138
号
（
可
決
）

八
頭
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

出
産
被
保
険
者
の
所
得
割
額
及
び
均
等

割
額
を
出
産
予
定
月
の
前
月
（
多
胎
妊
娠

の
場
合
に
は
３
カ
月
前
）
か
ら
出
産
予
定

月
の
翌
々
月
ま
で
の
期
間
の
月
数
分
を
減

額
す
る
も
の

◇
議
案
139
号
（
可
決
）

八
頭
町
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　

令
和
６
年
度
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の

財
務
規
定
等
を
適
用
し
八
頭
町
簡
易
水
道

事
業
を
運
営
す
る
こ
と
に
伴
い
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の

※�

１
４
３
号
～
１
４
９
号
は
２
～
３
ペ
ー

ジ
参
照

◇
議
案
144
号
（
可
決
）

船
岡
竹
林
公
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定

反
対
討
論　

小
原　

徹
也�

議
員　

　

委
託
料
７
７
０
万
円
で
、
毎
年
の
よ
う
に

委
託
料
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
や
、
修
繕
費

で
結
構
な
金
額
が
投
入
さ
れ
て
い
る
が
、
担

当
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
に
対
す
る
質

疑
に
、
審
査
不
十
分
と
疑
問
だ
。
不
明
瞭

な
部
分
が
あ
る
の
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　

灘
口　

茂
郎�

議
員

　

と
っ
と
り
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
の
手

法
を
取
り
入
れ
、
竹
林
公
園
ら
し
さ
を
大

切
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
大
切
な
場

所
と
な
る
よ
う
な
公
園
運
営
を
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

補
正

〇
空
き
家
対
策
事
業�

３
３
６
万
円

　

木
造
建
物
略
式
代
執
行
解
体
工
事
費

〇
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
費

�

２
４
６
万
円

　

委
託
料
、
備
品
購
入
費
の
補
正　
　
　

　

　

令
和
５
年
12
月
定
例
会　

12
月
７
日
～
12
月
19
日

郡家駅前の取得予定地

略式代執行解体される空き家建設中の船岡放課後児童クラブ

○
ふ
る
さ
と
納
税
促
進
事
業
費

�

５
，
５
８
７
万
円

　

事
業
費
（
見
込
）
の
増
加
に
伴
う
経
費

の
補
正

○
自
立
支
援
制
度
事
業
費

�

４
，
９
７
３
万
円

　

給
付
見
込
み
増
加
、
国
、
県
返
納
金
の
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◇
議
案
150
号
に
対
す
る
修
正
動
議（
否
決
）

　

歳
出
の
総
務
費
総
務
管
理
費
に
含
ま
れ

る
郡
家
駅
前
土
地
収
得
３
，
７
１
２
万
円

を
減
額
し
よ
う
と
す
る
も
の

　

発
議
者　

岡
嶋　

正
広　

議
員　

　

発
議
者　

森　

亜
紀
子　

議
員

　

発
議
者　

川
西　
　

聡　

議
員

　

発
議
者　

小
原　

徹
也　

議
員

◇
修
正
動
議
の
趣
旨
説
明

　

郡
家
駅
近
く
の
土
地
購
入
費
、
３
，
７

１
２
万
円
に
つ
い
て
、
本
会
議
、
委
員
会

等
で
質
疑
を
し
た
が
、
は
っ
き
り
と
し
た

取
得
目
的
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
構
想
が
見
え
な
い
物
件
に
町
民
の
税

金
が
投
入
さ
れ
る
。
町
民
の
理
解
は
難
し

い
と
考
え
る
。
土
地
購
入
費
と
は
別
に
必

要
な
予
算
も
含
ま
れ
る
た
め
、
補
正
予
算

案
の
一
部
を
減
額
補
正
す
る
も
の

原
案
へ
の
賛
成
討
論�

灘
口　

茂
郎�

議
員

　

財
産
管
理
費
３
，
７
１
２
万
円
を
計
上

し
取
得
し
よ
う
と
す
る
郡
家
駅
前
用
地
の

活
用
目
的
が
当
面
は
駐
車
場
と
い
う
こ
と

に
賛
否
が
分
か
れ
る
が
、
将
来
を
見
据
え

た
郡
家
駅
前
活
性
化
に
利
活
用
で
き
る
土

地
取
得
は
必
要
だ
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

原
案
へ
の
賛
成
討
論�

矢
部　

啓
祐�

議
員

　

目
的
は
「
町
の
活
性
化
」
で
は
っ
き
り

し
て
い
る
。
そ
の
手
段
は
、
商
業
店
舗
の

誘
致
や
若
者
定
住
住
宅
の
建
設
な
ど
様
々

想
定
で
き
る
。
ま
ず
は「
受
け
皿
」を
し
っ

か
り
整
え
る
こ
と
が
重
要
。
未
来
へ
の
投

資
と
考
え
、
原
案
に
賛
成
を
す
る
。

修
正
案
へ
の
賛
成
討
論�

森　

亜
紀
子�

議
員

　

郡
家
駅
前
の
用
地
取
得
よ
り
船
岡
駅
前

の
土
地
を
取
得
し
公
設
民
営
の
買
い
物
の

場
を
求
め
る
声
を
聞
く
。
そ
ち
ら
の
方
が

喫
緊
の
課
題
。
駐
車
場
整
備
に
は
多
額
の

予
算
も
想
定
さ
れ
、
駅
周
辺
だ
け
で
は
な

く
広
く
町
民
へ
の
説
明
が
必
要
と
考
え
修

正
案
に
賛
成
を
す
る
。

原
案
へ
の
賛
成
討
論�

栄
田　

秀
之�

議
員

　

土
地
の
取
得
に
は
土
地
先
行
取
得
の
制

度
が
あ
る
。
公
共
事
業
の
円
滑
、
か
つ
効

率
的
な
執
行
と
合
理
的
な
土
地
利
用
を
図

る
た
め
、
将
来
、
公
園
や
道
路
等
に
供
す

る
用
地
を
先
行
し
取
得
す
る
制
度
だ
。
今

回
の
土
地
取
得
は
こ
の
制
度
に
該
当
す
る

と
考
え
る
。

原
案
へ
の
賛
成
討
論�

前
田　

幸
己�

議
員

　

第
二
期
八
頭
町
総
合
戦
略
の
重
点
目
標

の
一
つ
と
し
て「
八
頭
町
で
楽
し
く
交
流
」

と
あ
る
。
郡
家
駅
周
辺
は
旧
八
頭
郡
の
交

通
の
拠
点
だ
。
用
地
を
確
保
し
八
頭
町
の

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
の
機
能
集
積
が
必

要
と
考
え
提
案
に
賛
成
す
る
。

修
正
案
へ
の
賛
成
討
論�

川
西　
　

聡�

議
員

　

土
地
の
先
行
取
得
は
「
取
り
敢
え
ず
」

で
、
目
的
を
定
め
青
写
真
を
示
す
の
が
王

道
で
万
人
を
納
得
さ
せ
る
も
の
で
は
な

い
。
ま
た
、
町
長
は
「
土
地
取
得
は
今
を

お
い
て
他
に
な
い
」と
発
言
し
て
い
る
が
、

土
地
権
者
の
思
い
と
表
裏
一
体
で
あ
る
。

故
に
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

◇
議
案
第
151
号
（
可
決
）

令
和
５
年
度
八
頭
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
，
７
０

３
万
円
を
追
加
す
る
も
の

◇
議
案
第
152
号
（
可
決
）

令
和
５
年
度
八
頭
町
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
変
更
な
く
、
修

繕
費
の
増
額
を
予
備
費
で
調
整
す
る
も
の

◇
議
案
第
153
号
（
可
決
）

令
和
５
年
度
八
頭
町
公
共
下
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
変
更
な
く
、
委

託
料
の
増
額
を
予
備
費
で
調
整
す
る
も
の

◇
議
案
第
154
号
（
可
決
）

令
和
５
年
度
八
頭
町
農
業
集
落
排
水
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
変
更
な
く
、
修

繕
料
、
委
託
料
を
予
備
費
で
調
整
す
る
も
の

◇
議
案
第
155
号
（
可
決
）

令
和
５
年
度
八
頭
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
２
５
０
万

円
を
追
加
す
る
も
の

◇
議
案
第
156
号
（
可
決
）

令
和
５
年
度
八
頭
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
変
更
な
く
、
委

託
料
を
予
備
費
で
調
整
す
る
も
の

◇
議
案
第
157
号
（
可
決
）

八
頭
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

戸
籍
及
び
除
籍
電
子
証
明
書
提
供
用
識

別
符
号
の
発
行
手
数
料
を
加
え
、
戸
籍
謄

本
等
の
広
域
交
付
等
に
か
か
る
事
務
を
規

定
す
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

◇
議
案
第
158
号
（
可
決
）

令
和
５
年
度
八
頭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
，

０
５
９
万
円
を
追
加
す
る
も
の

<

主
な
歳
出>

○
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊

急
支
援
給
付
金
事
業

�

１
億
６
２
５
万
円
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◇
発
議
第
13
号
（
可
決
）

八
頭
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
議
場
又
は
委
員
会
の

会
議
室
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

◇
発
議
第
14
号
（
可
決
）

八
頭
町
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を

０
．０
５
月
分
引
上
げ
る
も
の

反
対
討
論　

小
原　

徹
也�

議
員

　

昨
年
の
11
月
臨
時
会
で
議
員
の
勤
勉
手

当
、
期
末
手
当
等
の
引
き
上
げ
は
町
内
及

び
社
会
状
況
を
み
て
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い

と
否
決
さ
れ
た
。
状
況
は
改
善
さ
れ
て
い
な

い
。
自
ら
否
決
し
た
も
の
を
引
き
上
げ
る

に
は
理
由
が
い
る
と
考
え
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　

矢
部　

啓
祐�

議
員

　

人
事
院
の
勧
告
は
尊
重
す
べ
き
で
あ

る
。
昨
年
の
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
伴

い
、
議
員
間
で
協
議
を
重
ね
て
き
て
、
一

定
の
方
向
性
を
出
し
た
。
そ
の
こ
と
も
ま

た
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論　

森　

亜
紀
子�

議
員　

　

昨
年
の
臨
時
会
で
否
決
さ
れ
た
議
案
に

関
係
す
る
も
の
と
考
え
る
。
社
会
情
勢
の

変
化
は
町
民
も
同
じ
で
生
活
は
厳
し
い
。

町
民
が
納
得
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
反

対
と
す
る
。

賛
成
討
論　

栄
田　

秀
之�

議
員

　

人
事
院
勧
告
は
民
間
企
業
と
の
給
与
水

準
を
均
衡
さ
せ
る
も
の
で
地
方
公
共
団
体

は
参
考
に
し
て
い
る
。
特
別
職
の
公
務
員

で
あ
る
議
員
も
こ
れ
に
基
づ
く
も
の
だ
。

前
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
よ
る
改
定
を

行
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
是
正
す
る
も
の

で
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論　

川
西　
　

聡�

議
員　
　
　

　

議
会
及
び
議
員
活
動
に
は
報
酬
の
保
障

が
必
要
だ
が
、
本
町
議
員
は
15
年
間
据
え

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
町
議
員
の
活

動
は
遜
色
が
な
い
。
ま
た
、
期
末
手
当
の

増
額
に
反
対
だ
と
報
酬
審
議
会
に
報
酬
の

増
額
を
諮
問
し
て
お
り
非
難
さ
れ
る
。
故

に
発
議
に
賛
成
す
る
。

◇
陳
情
第
11
号
（
不
採
択
）

　

女
性
差
別
撤
廃
条
例
選
択
議
定
書
の
す

み
や
か
な
批
准
を
行
う
よ
う
政
府
に
求
め

る
陳
情

　

提
出
者　

新
日
本
婦
人
の
会
鳥
取
県
本
部

�

会
長　

山
内　

淳
子

<

不
採
択
の
理
由>

　

個
人
通
報
制
度
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、

日
本
の
司
法
制
度
と
の
関
係
を
政
府
で
検

討
し
て
い
る
た
め
。

令
和
５
年

第
８
回
臨
時
会

11
月
28
日

◇
議
案
第
127
号
（
可
決
）

町
営
住
宅
東
郡
家
団
地
改
修
工
事
（
そ
の

3
）
請
負
変
更
契
約
の
締
結

○
契
約
金
額

�

５
，
５
８
７
万
７
千
８
百
円

�

（
48
万
１
千
８
百
円
増
）

○
契
約
の
相
手

　

東
洋
建
設
株
式
会
社

�

代
表
取
締
役　

森
木　

悟

〇
工
期　

令
和
５
年
６
月
９
日
か
ら

�

令
和
６
年
１
月
31
日
ま
で

◇
議
案
第
128
号
（
可
決
）

八
頭
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
「
一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
国
会
に
お
い

て
成
立
し
た
の
で
、
人
事
院
勧
告
を
尊
重

し
、
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の

◇
議
案
第
132
号
（
可
決
）

令
和
５
年
度
八
頭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
15
億
６
、

１
７
４
万
円
を
追
加
す
る
も
の

<

主
な
歳
出>

○
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

�

10
億
９
，
２
６
２
万
円

○
林
道
施
設
災
害
復
旧
費

�

１
億
４
９
０
万
円

○
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

�

３
億
９
，
２
７
０
万
円災害を受けた農地（別府） 災害を受けた農地（麻生）
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議 案 等 議 決 結 果議 案 等 議 決 結 果
（第８回臨時会・第９回定例会）（第８回臨時会・第９回定例会）

議案等
番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

結
　
　
果件　　　　　名

森
　
亜
紀
子

山
根
張
太
郎

中
村
　
美
鈴

前
田
　
幸
己

矢
部
　
啓
祐

灘
口
　
茂
郎

岡
嶋
　
正
広

栄
田
　
秀
之

川
西
　
　
聡

小
原
　
徹
也

川
西
美
恵
子

緒
方
　
陽
紀

奥
田
の
ぶ
よ

第８回臨時会第８回臨時会

127
町営住宅東郡家団地改修工事（その３）請負変更契

約の締結
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

128 八頭町職員の給与に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

129
八頭町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

する条例の一部改正
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

130
八頭町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する

条例の一部改正
× 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

131
八頭町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費

に関する条例の一部改正
× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

132 令和５年度八頭町一般会計補正予算（第６号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

133
令和５年度八頭町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

134
令和５年度八頭町簡易水道特別会計補正予算（第３

号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

135
令和５年度八頭町公共下水道特別会計補正予算（第

３号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

136
令和５年度八頭町農業集落排水特別会計補正予算

（第４号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第９回定例会第９回定例会
137 八頭町税条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

138 八頭町国民健康保険税条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

139 八頭町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

140 八頭町簡易水道事業基金条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

141 八頭町下水道等事業の設置等に関する条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

142 八頭町特別会計条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

143 下私都農産物加工施設の指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

144 船岡竹林公園の指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

145 やずミニSL博物館の指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
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議案等
番　号

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

結
　
　
果件　　　　　名

森
　
亜
紀
子

山
根
張
太
郎

中
村
　
美
鈴

前
田
　
幸
己

矢
部
　
啓
祐

灘
口
　
茂
郎

岡
嶋
　
正
広

栄
田
　
秀
之

川
西
　
　
聡

小
原
　
徹
也

川
西
美
恵
子

緒
方
　
陽
紀

奥
田
の
ぶ
よ

146 八東フルーツ総合センターの指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

147 やまめ供給施設の指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

148 大門体験農園の指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

149 ぷらっとぴあ・やずの指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

150

修正案

令和5年度八頭町一般会計補正予算(第７号)に対す

る修正案
〇 × × × × × 〇 × 〇 〇 × × × 否決

150 令和５年度八頭町一般会計補正予算（第７号）（原案）× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 可決

151
令和５年度八頭町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

152
令和５年度八頭町簡易水道特別会計補正予算（第４

号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

153
令和５年度八頭町公共下水道特別会計補正予算（第

４号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

154
令和５年度八頭町農業集落排水特別会計補正予算

（第５号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

155
令和５年度八頭町介護保険特別会計補正予算（第２

号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

156
令和５年度八頭町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

157 八頭町手数料徴収条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

158 令和５年度八頭町一般会計補正予算（第８号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

陳情11
女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を

行うよう政府に求める陳情
〇 × × × × × 〇 × 〇 × × × × 不採択

発議13 八頭町議会会議規則の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

発議14
八頭町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する

条例の一部改正
× 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

賛成「○」、反対「×」で記載。採決は、尾島議長を除く13人で行う。
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議会改革推進調査特別委員会報告

議員研修
テーマ　�「町村議会における議員報酬（・定数）

の実態・傾向と論点整理」
講　師　�鳥取大学地域学部� 塩沢　健一�教授

研修内容
　人口減少社会の中、「持続可能な議会」が求
められる。
　議員１人当たりの活動量に見合った報酬額
の検討がされている。
　コロナ禍による停滞を経て、増額を肯定す
る理論が浸透してきた。
　第 32次地方制度調査会答申では、「議員報
酬については主として小規模町村において、
それだけでは生計を維持できないほどの低水
準であり、なり手不足の要因であるとの議論
がある」
　統計分析の結果から議員報酬が低いほど無
投票を生じさせる。
　住民自治の観点を踏まえて議員報酬を議論
する重要性がある。
　住民とともに考え、理解、納得を得ること
が第一だ。

※�研修を行った後、議員に対して、議員の報酬・
定数に関するアンケートを実施し、議員の
意見を集約しました。

　�結果、議員の議員定数は 14 人の現状のま
まとなり、議員報酬は八頭町特別職報酬等
審議会の答申を得ることとなりました。

　�今後は、審議会の答申をもとに協議を進め
ていきます。

※�議員報酬・定数について、令和５年度に実
施しました「議会報告会・意見交換会」で、
町民の皆様から、たくさんのご意見を頂き
ました。ありがとうございました。

議員報酬・定数

小委員会を設置

議会ＤＸ推進小委員会
　議会タブレット導入にあた
り、議会内ＤＸを推進します。
主に研修会等を実施します。

委員長　　灘口　茂郎
副委員長　矢部　啓祐
委　員　　緒方　陽紀
委　員　　奥田　のぶよ

議会報告会等小委員会
　議会報告会・意見交換会等
の協議、調整等を行います。

委員長　　山根張太郎
副委員長　川西　　聡
委　員　　森　亜紀子　
委　員　　岡嶋　正広

ＢＣＰ推進調査等小委員会
　ＢＣＰ（事業継続計画）は
自然災害等の緊急事態におい
て事業の継続、早期復旧を
可能とするためのもので、八
頭町議会の計画案を作成しま
す。

委員長　　前田　幸己
副委員長　川西美恵子
委　員　　中村　美鈴　
委　員　　栄田　秀之
委　員　　小原　徹也

塩沢教授による議員研修の様子

令和５年 11月 14日　船岡庁舎２階　第２、３会議室

　議会改革を推進するために、３つの小委員会を設置しました
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総務教育常任委員会先進地視察報告総務教育常任委員会先進地視察報告（令和5年11月1日～ 2日）（令和5年11月1日～ 2日）

～自動運転バスで地域活性化～

～秩父市スマートシティの実現に向けた取り組み～

調 査 概 要
〇�2021年１月に自動運転バスを３台導入し、
５年間運行を決定。

〇�自動運転バスの乗車賃は無料で、安全を確保
しながら運行されている。

〇�自動運転バス導入の効果として、①買い物に
いけるようになった②免許を返納しても生活
できるようになった③境町に来る人が増えた
などの効果があったとのこと。

〇�５年間で５億の経費が必要であったが、地方
創生交付金、デジタル田園都市交付金、ふる
さと納税などを活用し、経済効果は７億円と
も言われている。

〇境町のふるさと納税額は60億円にものぼる。
〇�境町は、自動運転バスだけではなく、日本一
の子育ての町を目指して、英語教育、給食費
助成、医療費助成などに積極的に取り組んで
いる。

ま と め
〇�今回の視察のメインは自動運転バスの実走視
察であったが、まちづくりの一環として自動
運転バスが走行されているものの、他の複合
的な事業展開により、町全体が活気に満ちて
いる。

〇�境町のまちづくりの方針は、全国的に成功し
ている事例を真似することで、地域に活力を
生み出すことであった。優良事例を即座に導
入する行動力と積極性を八頭町でも取り組ん
でいきたいものである。

〇�自動運転バス沿線には飲食店や体験型娯楽施
設が次々と新設されており、交付金や補助金、
ふるさと納税などの財源を確保し、衰退した
町の復活を圧倒的なスピードで進めていた。
境町のようなスピード感と戦略性が八頭町に
は必要だと感じた。

調 査 概 要
〇買い物支援や災害対応（令和３年度～）
　�ドローン配送による物流の効率化や災害時の
支援。

〇遠隔医療や医薬品等の配送（令和４年度～）
　ICT等を活用した遠隔医療、服薬指導等。
〇生活交通と物流の維持（令和４年度～）
　�物流MaaS の導入。共同配送、貨客混載に
よる物流の効率化。

ま と め
〇�共同配送サービスについては、想定していた
荷物の個数が少なく、ラストワンマイルを担
う事業者がいないのが現状。

〇�災害時にドローンを活用しての物流は必要で
あるが、5キログラム以内の荷物に限定され
ることから、物流の手段としては弱い。

〇�八頭町においても買い物支援や地域医療の整
備は喫緊の課題であるため、秩父市の今後の
取り組みに注視しながら、参考になる点を取
り入れ、町民の生活の利便性につなげていく
ことが必要である。

参加者 　委員長　川西美恵子　　　副委員長　灘口　茂郎　　　委　員　森　亜紀子
　　　　　　　委　員　山根張太郎　　　委　員　緒方　陽紀　　　委　員　尾島　　勲

期日：令和５年11月１日（水）　場所：茨城県境町

期日：令和５年11月２日（木）　場所：埼玉県秩父市
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産業福祉常任委員会視察調査研修報告産業福祉常任委員会視察調査研修報告（令和５年10月19日～ 20日）（令和５年10月19日～ 20日）

～ひきこもりや障がいのある方々に地域での活躍の場を～

～ＩＴを活用した先端的農業～

調 査 概 要
〇�ひきこもりや障がいのある方々の社会におけ
る就労生活を地域で支援する仕組みづくり形
成への取組を学んだ。

〇�現在は、市内の１５０の企業が“Tekito-( テ
キトー )”の卒業生を受け入れてくれている。

〇�“Tekito-( テキトー )”では入所者の方を数
か月で卒業させて市内の企業への就職を手
伝っている。

〇�ひきこもりや障がいのある方もそれぞれのタ
イプに合った働き方を選択して働いている。
“Tekito-( テキトー )”で働く自信がついた
ら卒業して市内の企業で働く。

ま と め
　障がいのある方、ひきこもりの方の就労や生
活に関する相談、助言だけでなく、就労支援を
地域で働き支える仕組みづくりに取り組んでい
る。地域を救う担い手として応援をしており、
現行の制度では、「救えない課題」に取り組ん
でいる。熱意を持って実行する人の人材育成・
確保の必要性を感じた。

調 査 概 要
〇�レストランで提供するフォーは自社生産の加
工用米（中粒種のインディカ米を改良した越
穂種）を使用している。現在県外でも加工用
米の生産委託をしている。

〇�ＩＴの導入や大規模化を図り、これからの時
代に対応した農業の高度化を推進し、農業生
産にとどまらず加工、販売、サービスまで展
開する６次産業化に取組。

ま と め
　農業生産の省力化を図り、主食用米の生産割
合を抑え、加工米、飼料用米の生産をしてい
る。加工販売、フォーを中心としたレストラン
の経営と６次産業化を進めている。コメの生産
及び消費の手段を考え、米粉を利用したパン、
麺を製造し、直売店や直営レストランで提供す
る。主力は自社生産の米粉を活用した米粉パン、
ケーキ、フォーの製造販売である。
　米粉の活用、米粉パンについて八頭町も再注
目すべき課題と感じた。
　地域をいかに元気にするか、地域にいかに貢
献するかの活動である。民間組織の育成、人材
の確保、育成に取り組むべきと強く感じた視察
研修であった。

参加者 　委員長　栄田　秀之　　副委員長　矢部　啓祐　　委　員　　中村　美鈴
　　　　　　　委　員　前田　幸己　　委　員　岡嶋　正広　　委　員　　川西　　聡
　　　　　　　委　員　奥田のぶよ

期日：10月19日　　場所：滋賀県近江八幡市　�東近江圏域�働き・暮らし応援センター　
“Tekito-(テキトー )”

期日：10月20日　　場所：福井県福井市　�株式会社ペントフォーク
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プラスってって

議会議会 シリーズ ②

してみませんか！議会の傍聴を
　「議員って普段何をしているの？」そのような問いかけをいただくことが
多いです。今回は議会の仕組みや内容を分かりやすくシリーズでお伝えして
いこうと思います。第 2回目は、「議会の傍聴の仕方」についてです。

知知

議会ってどこで行われているの？

船岡庁舎 で行われています。
会議によって３階の本会議場や
２階の委員会室が使用されます。

Q1Q1

A1A1

傍聴するにはどうしたらいいの？

本会議の様子はYouTubeでもご覧いただけます！

本会議 は、船岡庁舎 3 階の
傍聴受付で先着順に受付けます。

（通常は午前 9 時 30 分開会）
予約は不要で氏名・住所を記載するのみです。

Q2Q2

A2A2

　次回定例会は 3 月 6 日（水）から開始の予定
で、議員の一般質問は 3 月 11 日（月）、
12 日（火）の 2 日間の予定です。
　傍聴に来て頂くと「緊張感」と「臨場感」が伝
わってきますので、ぜひ多くの方々の傍聴をお
待ちしております。

◆ YouTube で「八頭町議会チャンネル」と検索いただくか「八頭町議
会ホームページ」で「新着情報」から「録画放送を掲載しました」をク
リックして下さい。

第 1委員会室

議会モニター会議を開催
　住民意見の反映のために令和５年 11 月 16 日に６人の議会モニターの方に集まっていただ
き議会モニター会議を開催しました。

意見交換の様子

議会モニター制度
　議会の活動について、広く
町民の意見をいただき、議会
の運営等に反映させようとす
る制度です。全国町村議長会
の調査では令和４年７月１日
現在で926町村のうち102の
町村で実施されています。
　八頭町議会では、八頭町議会
基本条例の第７条に「議会は
議会モニターを設置するなど、
町民から議会活動に関する要
望、提案、その他の意見を聴き、
議会活動に反映させるものと
する」としています。
　条例に基づき、令和元年か
ら令和５年まで、議会広報モ
ニター制度を実施し、議会だ
よりへのご意見をいただいて
きました。　　
　また、令和４年には議会モ
ニター制度を設置し、より広
く議会運営についてご意見を
いただき、より円滑な議会運
営を推進していきます。

モニター意見
　全員協議会に参加した。テレビなどでは放映がないが、
議案審査の状況がよくわかる。進め方もよかった。

　一般質問の傍聴は直接聴いたほうがよく理解できる。し
かし、時間がないのでテレビ中継を利用しているが、イン
ターネット配信もできて、仕事の合間に気軽に観ることが
できてよくなった。

　議会広報は議会の内容がよくわかり、近年、読みやすく
なっている。一般質問のページも１人１ページあるほうが
よく理解できる。

　議会の動き、活動などがもっと伝わるように、広報が必
要だ。

　ホームページのスケジュールや必要なお知らせなどが、
町民に伝わる工夫がもっと必要ではないか。

　議会用語などの説明があればと思う。
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プラスってって

議会議会 シリーズ ②

してみませんか！議会の傍聴を
　「議員って普段何をしているの？」そのような問いかけをいただくことが
多いです。今回は議会の仕組みや内容を分かりやすくシリーズでお伝えして
いこうと思います。第 2回目は、「議会の傍聴の仕方」についてです。

知知

議会ってどこで行われているの？

船岡庁舎 で行われています。
会議によって３階の本会議場や
２階の委員会室が使用されます。

Q1Q1

A1A1

傍聴するにはどうしたらいいの？

本会議の様子はYouTubeでもご覧いただけます！

本会議 は、船岡庁舎 3 階の
傍聴受付で先着順に受付けます。

（通常は午前 9 時 30 分開会）
予約は不要で氏名・住所を記載するのみです。

Q2Q2

A2A2

　次回定例会は 3 月 6 日（水）から開始の予定
で、議員の一般質問は 3 月 11 日（月）、
12 日（火）の 2 日間の予定です。
　傍聴に来て頂くと「緊張感」と「臨場感」が伝
わってきますので、ぜひ多くの方々の傍聴をお
待ちしております。

◆ YouTube で「八頭町議会チャンネル」と検索いただくか「八頭町議
会ホームページ」で「新着情報」から「録画放送を掲載しました」をク
リックして下さい。

第 1委員会室
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右のQRコードから「ホームページの出欠表」がご覧いただけます。

令和５年度（9月26日～12月19日）　議会等の出欠日数一覧
【臨時会・定例会・研修会】

【議会運営委員会・常任委員会・特別委員会、全員協議会】

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

会　議　名
議
員
名

森
　
亜
紀
子

山
根
張
太
郎

中
村
　
美
鈴

前
田
　
幸
己

矢
部
　
啓
祐

灘
口
　
茂
郎

岡
嶋
　
正
広

栄
田
　
秀
之

川
西
　
　
聡

小
原
　
徹
也

川
西
美
恵
子

緒
方
　
陽
紀

奥
田
の
ぶ
よ

尾
島
　
　
勲

第８回臨時会（11/28）
出 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

欠 1 1

第９回定例会（12/7 ～ 19）
※本会議5日間

出
全　員　出　席

欠

東部町議会議長会議員研修会（10/13）
出 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

欠 1 1

鳥取県町村議会議員研修会（11/22）
出 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

欠 1

議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

委 員 会 名
議
員
名

森
　
亜
紀
子

山
根
張
太
郎

中
村
　
美
鈴

前
田
　
幸
己

矢
部
　
啓
祐

灘
口
　
茂
郎

岡
嶋
　
正
広

栄
田
　
秀
之

川
西
　
　
聡

小
原
　
徹
也

川
西
美
恵
子

緒
方
　
陽
紀

奥
田
の
ぶ
よ

尾
島
　
　
勲

議会運営委員会（６回）
出 6 5 6 6 6 5

欠 1 1

総務教育常任委員会（４回）
出 4 4 4 1 4 4 4

欠 3

産業福祉常任委員会（５回）
出 5 3 5 5 5 5 5

欠 2

議会広報常任委員会（４回）
出 3 4 4 4 4 3 4

欠 1 1

議会改革推進調査特別委員会（４回）
出 3 4 4 2 4 4 3 4 4 1 4 3 4

欠 1 2 1 3 1

予算・決算に関する調査特別委員会（３回）
出 3 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 3

欠 1 1

全員協議会（９回）
出 9 9 9 8 9 9 8 9 9 9 9 8 9 9

欠 1 1 1
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質問者 質問事項 頁

川西美恵子
子育て支援

16
ふるさと納税

奥田のぶよ
地域共生社会の実現

17
ねんりんピック２０２４

矢部　啓祐 地域の活力を上げる施策 18

岡嶋　正広
町政執行における諸課題

19
オーガニックビレッジプロジェクトの推進

灘口　茂郎
これからのまちづくり

20
あーとふる八頭

小原　徹也 行政運営全般 21

川西　　聡
自衛隊員募集のための「適齢者名簿」の情報提供

22
帯状疱疹ワクチン接種の助成

山根張太郎 本町におけるＳＤＧｓの取り組み 23

森　亜紀子
買い物支援対策

24
避難行動要支援者の避難対策の整備計画等

緒方　陽紀
郷土愛を育む施策

25
やずバス

中村　美鈴
帯状疱疹

26
ヤングケアラー

栄田　秀之
子育てと教育

27
労働力、地域の担い手応援

ここが聞きたい
一  般  質  問

12人が
一般質問
しました。

QR コードを読み込む
と、YouTube 動画で
ご視聴いただけます

お詫びと訂正
前号の八頭町議会だより第75号の中に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

※26ページ森亜紀子議員の一般質問の写真のキャプション（見出し）
　　誤）新しくなったハートフル駐車場　→　正）子育て応援駐車場　　
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質
問

　

３
歳
以
上
に
な
る
と
、
主
食
の
御
飯

は
家
か
ら
持
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
御
飯
に
よ
る
雑
菌
の
繁
殖
な
ど

も
心
配
だ
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

昼
食
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

保
育
所
で
給
食
と
し
て
提
供
す
る
の
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
が
。

　

鳥
取
市
と
境
港
市
は
令
和
６
年
度
か

ら
施
設
等
を
改
修
し
、
順
次
、
完
全
給

食
へ
と
移
行
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

日
野
町
、
大
山
町
、
智
頭
町
、
若
桜

町
な
ど
で
は
、
既
に
完
全
給
食
と
な
っ

て
い
る
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

調
理
設
備
や
調
理
ス
タ
ッ
フ
の
人
材

を
確
保
す
る
こ
と
が
課
題
だ
。

質
問

　

本
町
は
人
口
の
減
少
率
が
県
下
で
６

番
目
に
高
い
。
特
に
、
20
代
、
30
代
の

若
い
世
代
が
鳥
取
県
内
に
流
出
し
て
い

る
。 子育て支援

保
育
所
の
完
全
給
食
を

　
実
施
し
て
は

町
長
／
施
設
や
人
材
確
保
な
ど
の

　
　
　

調
査
・
検
討
し
た
い

　

認
定
こ
ど
も
園
も
無
い
、
幼
稚
園
も

無
い
、
保
育
所
は
完
全
給
食
で
は
な
い
、

遊
び
場
も
十
分
で
な
い
。

　

本
町
は
、
子
育
て
に
優
し
い
町
と
い

え
る
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

転
出
が
多
い
要
因
は
、
便
利
な
ま
ち

と
い
う
こ
と
で
若
い
方
が
、
鳥
取
市
を

選
ば
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測

し
て
い
る
。

　

完
全
給
食
の
お
話
な
ど
、
し
っ
か
り

調
査
、
検
討
し
た
い
。

川西美恵子 議員

質
問

　

本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
昨
年
は

１
億
９
，
０
０
０
万
円
余
り
。

　

返
礼
品
は
現
在
２
９
１
品
目
で
、
梨

セ
ッ
ト
な
ど
の
フ
ル
ー
ツ
が
ラ
ン
キ
ン

グ
上
位
と
な
っ
て
い
る
。　
　

　

60
億
円
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
あ
る
先

進
自
治
体
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
増

え
た
理
由
は
、
返
礼
品
を
よ
そ
よ
り
も

少
し
量
を
多
く
す
る
こ
と
、
品
目
数
を

増
や
す
こ
と
、
マ
ス
コ
ミ
を
積
極
的
に

活
用
す
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

に
よ
り
、
大
幅
に
寄
付
額
が
増
加
し
た

と
の
こ
と
。
八
頭
町
も
５
億
円
、
10
億

円
と
伸
び
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と

思
う
。

　

財
源
確
保
の
た
め
に
も
、
先
進
地
を

参
考
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の

見
解
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

年
々
寄
附
額
は
増
加
し
、
町
の
子
育

や
教
育
分
野
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。

　

返
礼
品
で
は
、
特
に
梨
の
定
期
コ
ー

ス
や
花
御
所
柿
な
ど
が
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
る
。　
　
　
　

　

町
の
魅
力
発
信
に
つ
な
が
る
フ
ル
ー

ツ
や
特
別
栽
培
米
、
若
桜
鉄
道
を
活
用

し
た
体
験
型
の
返
礼
品
な
ど
を
準
備

し
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

台
風
災
害
に
よ
る
負
担
金
に
つ
い
て

ふるさと納税

財
源
確
保
の
た
め

　
　
先
進
地
を
参
考
に
し
て
は

町
長
／
魅
力
発
信
に
つ
な
が
る

　
　
　

返
礼
品
を
準
備
し
た
い

保育所給食の様子

人気の返礼品
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質
問

　

来
年
開
催
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
が
11
月
４
日
実
施
さ
れ

た
。
反
省
点
や
課
題
は
。

①
会
場
、
駐
車
場
の
問
題
は
。

②
来
場
者
に
町
内
を
周
遊
し
て
も
ら
う

取
組
は
。

③
公
民
館
や
図
書
館
で
将
棋
の
交
流
大

会
を
考
え
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
予
定
会
場
の
八
東
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
は
将
棋
交
流
大
会
に
は
十
分
な
広

さ
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
も
対
応
で
き

る
部
屋
も
あ
る
。
昼
食
会
場
に
は
、
八

東
小
学
校
、
若
者
体
育
館
の
利
用
を
検

討
し
て
い
る
。
駐
車
場
は
、
選
手
は
県

の
バ
ス
利
用
な
の
で
十
分
確
保
で
き

る
。

②
若
桜
鉄
道
の
乗
車
、
道
の
駅
は
っ
と

う
、
Ｓ
Ｌ
博
物
館
、
大
江
ノ
郷
な
ど
の

ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
検
討
し
て
い
る
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

③
来
年
の
本
番
へ
の
機
運
を
高
め
る
た

め
に
も
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
実
行
委
員

や
将
棋
連
盟
の
方
と
も
相
談
し
な
が
ら

時
期
や
内
容
も
検
討
し
た
い
。
わ
か
と

り
国
体
で
根
付
い
た
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の

よ
う
に
将
棋
も
本
町
を
代
表
す
る
競
技

と
な
る
よ
う
な
取
組
を
考
え
た
い
。

ねんりんピック

公
民
館
や
図
書
館
で

将
棋
交
流
大
会
を
考
え
な
い
か

教
育
長
／
時
期
や
内
容
も
含
め
検
討
し
た
い

フルーツ将棋フェスティバル

質
問

　

地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
取
組
と
地

域
福
祉
推
進
計
画
は
。

①
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
は
。

②
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
。

③
地
区
総
合
相
談
窓
口
は
。

④
就
労
の
機
会
の
確
保
や
農
福
連
携
に

よ
る
働
く
場
、
居
場
所
づ
く
り
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
未
設
置
地
区
は

国
中
地
区
と
西
郡
家
地
区
の
２
地
区

だ
。
西
郡
家
地
区
は
、
い
ま
だ
に
検
討

会
の
段
階
で
集
落
説
明
会
の
開
催
も
進

ん
で
い
な
い
。
季
節
的
イ
ベ
ン
ト
の
健

康
づ
く
り
の
集
い
を
開
催
し
な
が
ら
設

立
の
機
運
を
高
め
た
い
。

　

集
落
サ
ロ
ン
は
平
成
30
年
度
に
68

あ
っ
た
サ
ロ
ン
は
令
和
５
年
度
当
初
に

56
で
あ
り
、
孤
立
防
止
、
支
え
合
い
の

意
義
の
熟
成
の
た
め
、
集
い
の
場
を
維

持
す
る
こ
と
は
大
切
だ
。

②
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
る
八
頭
町
福

祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と
」
は
、

あ
ら
ゆ
る
相
談
を
ま
ず
受
け
止
め
る
無

料
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
し
て
活
動

し
て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
伴
走
型
支

援
行
っ
て
い
る
。

③
各
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
集
落
支
援

員
が
地
区
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
専
門

機
関
に
つ
な
げ
て
い
る
。

④
本
町
は
障
が
い
者
作
業
所
か
ら
物
品

の
優
先
調
達
の
推
進
を
行
っ
て
い
る
。

　

農
福
連
携
は
、
町
内
に
農
作
業
を
請

け
負
う
就
労
継
続
支
援
事
業
所
も
あ

り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
必
要
な
支

援
を
行
い
た
い
。

質
問

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
未
設
置
な
地

域
に
対
し
て
は
集
落
サ
ロ
ン
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
維
持
な
ど
小
規
模
で
の
活
動
が

大
事
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

集
落
の
拠
点
と
な
る
サ
ロ
ン
は
大
事

だ
。
情
報
提
供
し
、多
く
の
方
に
集
ま
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
い
。

地域共生社会

農
福
連
携
に
よ
る
働
く
場
、

居
場
所
づ
く
り
は

町
長
／
関
係
機
関
と
連
携
し
、

　
　

必
要
な
支
援
を
行
い
た
い

奥田のぶよ 議員
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質
問

　

本
町
で
も
住
民
手
続
き
の
電
子
申
請

化
や
森
林
資
源
の
レ
ー
ザ
ー
航
測
に
よ

る
管
理
の
効
率
化
が
検
討
・
実
践
さ
れ

て
い
る
。
他
に
も
飲
食
業
、
製
造
業
、

農
林
業
の
現
場
で
加
工
品
や
農
作
物
の

販
売
、
宣
伝
に
活
用
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル

の
推
進
が
利
益
の
向
上
に
欠
か
せ
な
い

も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

地
域
が
抱
え
る
諸
課
題
に
、
デ
ジ
タ

ル
実
装
に
よ
る
解
決
を
牽
引
す
る
「
デ

ジ
タ
ル
人
材
」
を
育
成
、
確
保
す
る
こ

と
が
行
政
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
町
民
所

得
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
地
域
の
活
力

を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
。

①
「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」
と
は
ど
の
よ
う

な
人
材
を
指
し
、
本
町
で
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
る
べ
き
か
。

②
現
在
実
施
中
の
プ
ラ
ン
は
制
作
物
や

構
造
物
を
作
成
し
て
お
り
、
来
年
度
の

町
政
で
ど
の
よ
う
に
活
用
・
運
用
し
て

い
く
方
針
か
。

③
「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」
を
確
保
、
育
成

し
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
へ
の
人
材
の

還
流
・
働
く
場
の
創
出
に
つ
な
が
る
。

学
生
の
町
内
定
住
化
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
の

加
速
、
女
性
の
活
躍
の
場
の
発
展
に
期

待
が
出
来
る
が
、
今
後
、「
デ
ジ
タ
ル
人

材
」
を
地
域
で
ど
う
確
保
、
育
成
し
て

い
く
の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」
と
は
、
情
報
通

信
技
術
を
理
解
し
、
特
に
適
応
力
や
問

題
解
決
能
力
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

　

行
政
そ
の
も
の
で
取
り
込
む
だ
け
で

な
く
、
地
元
企
業
等
で
Ｄ
Ｘ
を
牽
引
す

る
人
材
の
育
成
を
促
し
、
活
用
を
す
る
。

②
取
組
内
容
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
導

入
等
を
掲
げ
て
い
る
が
、
本
年
度
中
に

完
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
次
年
度
以

降
も
順
次
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

外
部
か
ら
の
人
材
登
用
や
職
員
の
資

格
取
得
、
研
修
等
で
能
力
を
高
め
て
い

く
。

③
「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」
が
増
え
れ
ば
、

地
域
の
競
争
力
が
強
化
し
、
経
済
活
動

が
活
発
化
す
る
。
児
童
生
徒
の
情
報
活

用
能
力
の
育
成
、
民
間
企
業
か
ら
の
デ

ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
等
の
検
討
が
必
要

だ
。

質
問

　

本
町
内
で
も
Ｄ
Ｘ
の
活
用
で
農
業
法

人
が
大
手
百
貨
店
か
ら
の
大
口
の
受
注

に
成
功
し
た
り
、
台
風
災
害
復
旧
の
自

己
負
担
分
を
ネ
ッ
ト
で
集
め
た
り
、
商

工
会
の
取
組
で
、
12
企
業
の
Ｈ
Ｐ
作
成

を
さ
れ
る
等
、
好
事
例
が
あ
る
。
こ
う

し
た
分
野
に
精
通
し
た
人
材
を
地
域
に

増
や
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

内
閣
府
に
コ
ロ
ナ
禍
後
を
見
据
え
た

女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
、
登
用

拡
大
を
目
的
と
し
た
交
付
金
が
あ
る
。

こ
う
し
た
交
付
金
を
活
用
し
て
、「
デ
ジ

タ
ル
人
材
」
を
育
成
す
る
た
め
の
研
修

や
講
座
が
実
施
で
き
る
民
間
企
業
の
公

募
を
し
て
、
人
材
を
町
内
に
還
元
し
て

み
て
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

様
々
な
交
付
金
が
あ
る
の
は
承
知
し

て
い
る
。
民
間
企
業
と
連
携
を
図
り
、

デ
ジ
タ
ル
の
分
野
に
参
入
し
て
も
ら
え

る
人
を
増
や
し
た
い
と
は
思
う
。

質
問

　

兵
庫
県
豊
岡
市
で
は
２
０
２
０
年
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
が
あ
る
。
行

政
と
し
て
、
地
域
に
「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」

を
増
や
す
「
き
っ
か
け
づ
く
り
」（
デ
ジ

タ
ル
人
材
育
成
の
講
座
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
、
起
業
相
談

な
ど
が
出
来
る
民
間
の
公
募
）
に
取
り

組
ん
で
み
て
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

民
間
活
力
で
の
き
っ
か
け
づ
く
り
が

ど
の
よ
う
な
連
携
で
出
来
る
の
か
。
全

国
事
例
を
調
査
し
て
み
た
い
。

※�

そ
の
他
の
質
問

　

八
頭
町
の
施
策
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
（
全
体
の
構
想
）
の
描
き
方
に
つ
い

て

地域の
活力向上

地
域
に
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
増
や
す

　
　「
き
っ
か
け
づ
く
り
」を

町
長
／
全
国
事
例
を

　
　
　

調
査
し
て
み
た
い

矢部　啓祐 議員

DXを牽引する本庁舎
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質
問

　

監
査
体
制
の
充
実
・
強
化
に
向
け
て

①
2
人
の
委
員
の
う
ち
1
人
は
議
会
選

出
の
委
員
で
あ
る
。
議
員
は
議
会
と
し

て
の
監
視
機
能
に
専
念
す
べ
き
で
は
。

②
議
会
事
務
局
職
員
が
監
査
事
務
局
を

兼
務
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
議

会
事
務
の
停
滞
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

③
常
勤
委
員
及
び
非
常
勤
委
員
の
2
人

体
制
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
現
状
で
問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

②
兼
務
で
は
な
く
選
任
体
制
が
望
ま
し

い
が
現
状
の
職
員
数
か
ら
し
て
難
し

い
。

③
委
員
や
議
員
各
位
と
協
議
し
一
定
の

方
向
性
を
出
し
た
い
。

質
問

　

議
会
活
動
を
支
え
る
議
会
費
も
監
査

対
象
で
あ
る
以
上
、
議
会
選
出
監
査
委

員
は
置
く
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
。

町政執行上の
課題３点

監
査
体
制
・
民
生
委
員
推
薦
状
況
・

町
道
維
持
管
理

町
長
／
現
状
及
び
協
議
・
確
保
に

　
　
　

努
め
る
・
計
画
的
に
実
施

答
弁　

吉
田
町
長

　

そ
う
で
あ
れ
ば
選
出
し
な
い
条
例
の

整
備
が
必
要
だ
。

質
問

　

民
生
委
員
の
推
薦
状
況
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
民
生
委
員
の
推
薦
依
頼
が

少
な
く
定
数
未
満
状
況
が
続
い
て
い

る
。
定
数
確
保
に
向
け
た
考
え
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

現
在
、
定
数
69
人
に
対
し
８
人
の
欠

員
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
住
民
が
必
要

な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
な
り
手
確
保
に
努
め
た
い
。

質
問

　

町
道
維
持
管
理
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
考
え
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

修
繕
、
草
刈
、
清
掃
等
を
行
っ
て
い

る
。
大
規
模
修
繕
は
計
画
的
に
実
施
。

清
掃
、
草
刈
は
幹
線
町
道
を
行
う
。

岡嶋　正広 議員

質
問

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
（
有
機
）
農
業
と
は

化
学
肥
料
・
農
薬
の
不
使
用
、
遺
伝
子

の
組
換
え
技
術
を
利
用
し
な
い
農
業
生

産
方
法
を
用
い
て
行
わ
れ
る
農
業
だ
。

　

本
町
で
は
各
地
域
で
先
駆
的
農
業
団

体
が
活
動
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
団
体

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
食
の
安
全
・
安
心
な
ど

世
界
的
に
重
要
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
事

に
よ
り
八
頭
町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

事
が
可
能
だ
。

　

全
国
的
な
人
口
減
に
伴
い
、
農
産
物

の
消
費
も
減
少
す
る
中
、
先
の
読
め
な

い
現
代
に
お
い
て
地
域
の
リ
ス
ク
回
避

に
つ
な
が
る
。

　

一
日
も
早
く
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
八
頭
町
版
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
を
行
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
創
出
は

有
機
野
菜
の
普
及
と
有
機
農
業
拡
大
に

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

一
方
生
産
か
ら
収
穫
ま
で
の
労
力
、

生
活
環
境
へ
の
影
響
、
虫
食
い
、
形
が

不
揃
い
な
野
菜
で
あ
っ
て
も
有
機
農
産

物
を
選
択
す
る
こ
と
な
ど
生
産
か
ら

消
費
ま
で
の
循
環
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
。

　

宣
言
に
つ
い
て
は
内
容
を
十
分
精
査

し
、
取
組
の
可
能
性
も
踏
ま
え
Ｊ
Ａ
な

ど
町
内
関
係
者
と
研
究
し
た
い
。

オーガニックビレッジ
プロジェクト

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
は

町
長
／
町
内
関
係
者
と
研
究
し
た
い

堆肥で栽培される町内の白ネギ
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質
問

　

町
内
で
の
経
済
循
環
に
よ
る
活
性
化

と
い
う
視
点
で
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
、

独
自
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
み
て
は
と
考
え
る
が
。

　
　答

弁　

吉
田
町
長

　

商
工
会
と
の
懇
談
会
で
話
が
出
れ

ば
、
町
と
し
て
も
支
援
し
た
い
。　

質
問

　

白
兎
伝
説
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
過

性
の
も
の
に
せ
ず
、
継
続
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

継
続
で
き
る
も
の
を
抽
出
し
て
、
継

続
で
き
た
ら
と
思
う
。

質
問

　

合
併
の
ま
ち
の
町
長
と
し
て
、
今
後

ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
さ
れ
て
い

く
の
か
。

質
問

　

展
示
と
企
画
で
楽
し
め
た
も
の
は
何

か
、
ど
の
よ
う
な
企
画
に
興
味
が
あ
る

か
、
ご
希
望
・
ご
意
見
の
来
館
者
様
ア

ン
ケ
ー
ト
の
集
計
、
分
析
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
　答

弁　

薮
田
教
育
長

　

当
然
集
計
し
て
い
る
。
特
に
鉄
道
模

型
の
関
係
は
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
る
。

質
問

　

も
っ
と
子
ど
も
が
体
験
や
発
表
で
き

る
よ
う
な
企
画
も
検
討
し
、
多
く
の
方

に
ご
来
館
し
て
い
た
だ
き
、
集
う
人
と

人
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
八
頭
町
の

未
来
に
つ
な
が
る
創
造
が
始
ま
る
よ
う

な
施
設
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

交
流
体
験
は
課
題
の
一
つ
だ
。
対
応

を
考
え
た
い
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
伸
ば
す

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
思

う
。

これからの
まちづくり

あーとふる
八頭

合
併
の
ま
ち
の
町
長
と
し
て
の

ま
ち
づ
く
り
は

集
う
人
と
人
と
の
交
流
が
生
ま
れ
る

施
設
に

町
長
／�

地
域
の
特
色
を
伸
ば
す

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
れ
ば

町　

長
／�

対
応
を
考
え
た
い

教
育
長
／�

拡
充
に
努
め
た
い

灘口　茂郎 議員

今後が期待される「あーとふる八頭」

もう一つの白兎伝説　「福本の白兎神社」

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

多
く
の
方
々
に
繰
り
返
し
来
て
い
た

だ
き
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
、
色
々
考

え
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
よ
う
な
施
設

に
な
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。
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本庁舎

質
問

①
今
、
本
庁
舎
建
て
替
え
の
問
題
が
あ

り
、
ど
こ
に
建
て
る
の
か
、
と
い
う
議

論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
町
長
は
こ
の

議
論
の
前
提
と
し
て
、
住
民
の
多
く
は

建
て
替
え
に
賛
成
の
声
で
あ
る
と
発
言

し
て
い
る
。

　

聞
き
た
い
の
は
、
住
民
と
町
長
の
合

意
形
成
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
だ
。
判

断
は
、
先
に
行
わ
れ
た
行
政
懇
談
会
で

の
意
見
集
約
の
分
析
の
よ
う
で
あ
る

が
、
私
が
見
た
会
場
で
は
、
集
落
の
役

員
の
方
や
元
議
員
、
並
び
に
団
体
の
関

係
者
、
行
政
経
験
者
の
方
々
が
参
加
し

て
い
た
。
町
長
は
参
加
し
な
い
住
民
の

声
を
ど
う
集
約
さ
れ
た
の
か
。

　

本
庁
舎
建
て
替
え
す
る
こ
と
が
、
前

提
に
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
建
て
替
え

を
す
る
こ
と
を
い
つ
決
定
し
た
の
か
。

ま
た
は
、
現
在
あ
る
船
岡
庁
舎
・
八
東

庁
舎
を
利
用
す
る
な
ど
、
当
然
、
町
長

は
町
民
全
体
の
意
見
を
集
約
し
た
も
の

で
あ
る
か
。

②
本
庁
舎
建
て
替
え
の
問
題
は
、
町
長

の
公
約
や
進
退
に
関
わ
る
問
題
だ
と
考

え
る
が
、
な
ぜ
住
民
へ
丁
寧
な
説
明
の

機
会
を
設
け
な
い
の
か
。

　

次
に
、
財
源
は
。
何
処
か
ら
か
、
50

億
と
も
60
億
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、

建
て
替
え
に
必
要
な
財
源
と
は
。
日
程

は
い
つ
建
設
を
始
め
て
い
つ
完
成
す
る

の
か
、
説
明
が
な
い
。

　
「
本
庁
舎
移
転
は
、
条
例
変
更
が
関

わ
る
こ
と
」
と
質
問
の
頭
に
言
っ
た
が
、

憲
法
の
最
高
規
範
に
は
「
国
民
主
権
」

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
八
頭
町
で
言
え

ば
住
民
に
主
権
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　

庁
舎
検
討
委
員
会
に
諮
問
し
た
結
果

と
答
弁
し
た
が
、
い
つ
諮
問
さ
れ
た
回

答
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
参
加
し
て
い
な
い
方
の
意
見
集
約
は

特
に
行
っ
て
い
な
い
。

　

行
政
懇
談
会
で
は
「
八
頭
町
庁
舎
建

設
検
討
委
員
会
」
の
基
本
的
な
考
え
方

を
説
明
し
た
。

　

意
見
集
約
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
や
意
見
交
換
会
等
で
伺
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

建
て
替
え
の
決
定
は
、
検
討
委
員
会

の
結
果
を
申
し
上
げ
た
。

　

最
終
的
に
は
、
議
会
の
判
断
を
頂
く

こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

②
検
討
委
員
会
の
報
告
は
、
郡
家
地
域

に
本
庁
舎
機
能
を
有
す
る
コ
ン
パ
ク
ト

な
新
庁
舎
を
建
設
す
る
。

　

私
の
情
報
公
開
の
や
り
方
は
、
行
政

懇
談
会
で
就
任
以
来
開
催
し
て
い
る
。

　

今
回
も
、
行
政
の
集
落
の
代
表
の

方
々
に
御
案
内
し
、
声
を
か
け
て
出
て

頂
き
た
い
と
案
内
し
た
。

　

行
政
懇
談
会
で
は
、
結
果
と
し
て
住

民
か
ら
、
特
段
の
意
見
は
な
か
っ
た
。

　

改
め
て
議
会
の
公
共
施
設
等
調
査
特

別
委
員
会
に
お
諮
り
を
願
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
。

行政運営

本
庁
舎
に
関
す
る

住
民
と
の
合
意
形
成
は
何
か

町
長
／
行
政
懇
談
会
で

　
　
　

確
認
し
た

小原　徹也 議員
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質
問

　

帯
状
疱
疹
は
、
水
疱
瘡
と
同
じ
ウ

イ
ル
ス
で
起
き
る
皮
膚
の
病
気
で
あ

る
。
皮
膚
症
状
に
先
行
し
て
痛
み
が
生

じ
、
皮
膚
症
状
が
現
れ
る
と
ピ
リ
ピ
リ

さ
す
よ
う
な
痛
み
と
な
り
、
夜
も
眠
れ

な
い
程
の
激
痛
も
あ
る
。
皮
膚
症
状
が

消
え
る
と
痛
み
も
消
え
る
が
、
神
経
損

傷
で
罹
患
し
た
人
の
20
％
が
痛
み
の
続

く
帯
状
疱
疹
神
経
痛
と
な
り
、
痛
み
の

酷
い
人
に
至
っ
て
は
一
生
続
く
場
合
が

あ
る
。
他
に
角
膜
炎
・
顔
面
神
経
痛
・

難
聴
等
の
合
併
症
が
生
じ
る
こ
と
も
あ

る
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
は

８
，
０
０
０
円
で
接
種
回
数
は
１
回
だ

が
、
よ
り
予
防
効
果
の
高
い
ワ
ク
チ
ン

は
１
回
２
０
，
０
０
０
円
で
２
回
の
接

種
の
必
要
が
あ
り
自
己
負
担
額
は
高
額

で
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
を
助

成
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
ま
た
、
今
後

の
接
種
に
関
す
る
周
知
徹
底
に
つ
い
て

も
併
せ
て
見
解
を
問
う
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

予
防
接
種
に
は
定
期
と
任
意
と
が
あ

る
。
定
期
は
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
市

町
村
が
実
施
主
体
と
な
り
実
施
さ
れ
る
。

公
衆
衛
生
上
の
必
要
性
が
考
慮
さ
れ
て
い

て
接
種
は
公
費
で
行
っ
て
い
る
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
定
期
接
種
で

は
な
く
、
希
望
者
が
各
自
で
受
け
る
任

意
接
種
で
あ
り
、
現
状
で
は
本
町
の
費
用

助
成
は
難
し
い
。

　

周
知
や
啓
発
の
予
定
は
な
い
が
、
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、
国
の
審
議
会
で
定
期

接
種
に
つ
い
て
議
論
が
さ
れ
て
い
る
。
定

期
接
種
と
な
っ
た
場
合
は
周
知
等
を
行
い

接
種
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

帯状疱疹
ワクチン接種

高
額
で
あ
り
費
用
の
助
成
を

町
長
／
任
意
接
種
で
あ
り
助
成
は
難
し
い

帯状疱疹の初期症状

質
問

　

昨
年
度
、
自
衛
官
募
集
を
目
的
と
し

て
若
者
の
個
人
情
報
を
記
載
し
た
名
簿

を
自
衛
隊
に
提
供
し
た
自
治
体
は
全
国
の

自
治
体
の
約
６
割
を
超
え
た
。

　

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
の
氏
名
・
生
年

月
日
・
住
所
・
性
別
の
４
情
報
を
紙
や
電

子
媒
体
の
名
簿
で
提
出
し
て
い
る
。

①
従
来
、
本
町
が
行
っ
て
い
た
自
衛
隊
職

員
の
閲
覧
転
記
か
ら
名
簿
提
供
に
変
更
し

た
時
期
は
いつ
か
ら
か
を
問
う
。

②
閲
覧
転
記
か
ら
名
簿
提
供
へ
変
更
し
た

理
由
と
そ
の
根
拠
は
何
か
を
問
う
。

③
名
簿
提
供
は
強
制
か
任
意
か
を
問
う
。

④
適
齢
者
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
情
報
の

出
入
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
個
人
情
報
を

守
る
点
で
問
題
な
い
か
」
と
の
疑
問
の
声

が
あ
る
。
所
見
を
問
う
。

⑤
適
齢
者
本
人
の
提
出
名
簿
か
ら
の
除

外
申
請
を
認
め
る
制
度
を
設
け
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。
個
人
情
報
を
保
護
す
る

上
で
も
制
度
を
認
め
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
令
和
２
年
度
の
募
集
対
象
者
か
ら
だ
。

②
理
由
は
、「
自
衛
隊
法
施
行
令
第
１
２

０
条
で
防
衛
大
臣
か
ら
資
料
の
提
出
を
求

め
ら
れ
た
」
も
の
に
よ
る
。
根
拠
は
「
自

衛
隊
法
第
97
条
及
び
先
の
施
行
令
第
１
２

０
条
の
条
文
」
で
あ
る
。

③
強
制
で
は
な
い
。
自
衛
隊
法
及
び
同
法

施
行
令
に
基
づ
く
遂
行
事
務
で
あ
る
。

④
募
集
事
務
は
、
自
衛
隊
法
第
29
条
第

１
項
に
基
づ
く
「
法
令
で
定
め
る
事
務
」

の
遂
行
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

⑤
今
後
検
討
す
る
。

質
問

　

住
民
基
本
台
帳
法
は
公
益
の
目
的
で

「
閲
覧
」
し
か
認
め
て
い
な
い
。
情
報
提

供
は
個
人
情
報
を
守
る
上
で
ど
う
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　
「
住
民
基
本
台
帳
の一
部
の
写
し
を
用
い

る
こ
と
に
は
特
段
、
問
題
は
な
い
」
と
の

閣
議
決
定
も
あ
る
。
住
民
基
本
台
帳
法

上
、
個
人
情
報
の
保
護
に
つい
て
は
そ
れ
こ

そ
特
段
、
問
題
は
な
い
。

自衛官募集
事務

情
報
提
供
は
個
人
情
報
を

守
る
上
で
問
題
な
い
か

町
長
／
特
段
、問
題
は
な
い

川西　聡 議員
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子どもと大人のふれあい

質
問

　

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
国
連
加
盟
の

１
９
３
カ
国
が
２
０
３
０
年
ま
で
の
15

年
間
で
達
成
す
る
た
め
に
掲
げ
た
目

標
は
、
国
や
企
業
、
専
門
家
や
個
人
が

協
力
し
合
う
こ
と
で
17
項
目
の
目
標
を

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
達
成
す
る
も
の

で
あ
り
、
本
町
の
具
体
的
な
取
組
状
況

を
伺
う
。

①
「
全
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
に

つ
い
て
の
取
組
状
況
と
達
成
度
は
。

②
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
取
組
と
達
成
度
は
。

③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
取
組
と
課
題
は
。

④
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う
に
つ

い
て
、
部
落
差
別
や
人
権
等
の
具
体
的

な
取
組
と
課
題
は
何
か
。

⑤
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
持
続
可
能
な
具
体
的
な
取
組
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
次
期
、「
健
康
づ
く
り
計
画
」
を
策
定

中
で
あ
る
。
次
期
計
画
で
は
運
動
や
食

生
活
習
慣
の
改
善
を
最
優
先
課
題
と
し

て
捉
え
、
適
切
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
い
た
い
と
考
え
る
。

②
子
ど
も
達
は
、
保
育
所
か
ら
中
学
校

卒
業
ま
で
成
長
に
合
っ
た
教
育
環
境
の

中
で
学
習
や
体
験
活
動
を
通
し
て
自
分

を
見
つ
け
て
い
く
、
町
と
し
て
は
そ
の

環
境
づ
く
り
を
支
援
し
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
が
目
標
と
考
え
る
。

③
八
頭
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
作

成
し
現
在
は
第
４
次
プ
ラ
ン
に
沿
い
事

業
を
展
開
し
、
毎
年
プ
ラ
ン
の
進
捗
状

況
等
を
検
証
し
て
い
る
。

④
人
権
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
を
実
行
す
る
取
組
を
推
進
し
て
い

る
。

⑤
第
２
次
八
頭
町
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
を
実
行
に
移
す
取
組
を
推
進
し
て

い
る
。

　

住
み
続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り
で
は
、

基
本
目
標
７
項
目
を
策
定
し
て
い
る
。

１
．
は
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
。

２
．
は
や
す
ら
ぎ
と
生
き
が
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
。

３
．
は
交
通
な
ど
防
災
、
地
域
情
報
化

の
推
進
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
。

４
．
は
環
境
保
全
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進
。

５
．
は
活
力
あ
る
産
業
で
地
域
資
源
を

活
用
し
た
観
光
の
推
進
。

６
．
は
心
豊
か
な
人
づ
く
り
、
教
育
文

化
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
。

７
．
は
効
率
、
効
果
的
財
政
運
営
行
改

を
推
進
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
務
め

る
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

②
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
つ
い
て

本
町
で
出
来
て
い
る
こ
と
は
、

１
．
保
育
所
で
小
学
校
入
学
ま
で
の
経

験
や
準
備
が
で
き
る
こ
と
。

２
．
男
女
の
区
別
な
く
無
料
で
義
務
教

育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
。

３
．
小
中
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
受

け
る
中
で
、
将
来
な
り
た
い
自
分
を
見

つ
け
る
こ
と
。

　

き
め
細
か
に
対
応
す
る
必
要
の
あ
る

児
童
生
徒
は
、
保
育
所
で
は
、
加
配
保

育
士
を
配
置
し
、
小
学
生
に
な
る
と
特

別
支
援
学
級
や
通
級
指
導
な
ど
で
授
業

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
個
々

に
応
じ
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

質
問

　

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
活
用
し
、
将
来
大

人
に
な
っ
た
と
き
に
帰
っ
て
き
た
い
と

思
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
を
育
て
る
の
が

大
人
の
仕
事
と
考
え
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

日
々
の
生
活
の
中
で
一
つ
一
つ
丁
寧

に
取
り
組
ん
で
行
く
の
が
本
来
の
姿

だ
。
物
を
大
事
に
す
る
子
ど
も
達
が
育

て
ば
、
本
当
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
原
点
に
帰

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

SDGsの
取組

帰
っ
て
き
た
い
子
ど
も
を

育
て
る
の
が
大
事
で
は

町　

長
／
一
つ
一
つ
丁
寧
に

　
　
　
　

取
り
組
ん
で
い
く

山根張太郎 議員
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質
問

　

ト
ス
ク
船
岡
店
は
７
月
末
、
丹
比
店

は
９
月
末
に
閉
店
し
た
。
本
町
は
買
物

ア
プ
リ
を
導
入
す
る
な
ど
買
物
支
援
を

進
め
て
い
る
。
次
の
３
点
伺
う
。

①
買
物
支
援
の
周
知
は
。

②
現
状
と
課
題
は
。

③
今
後
の
計
画
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
近
隣
住
民
に
チ
ラ
シ
の
配
布
や
区
長

経
由
で
案
内
を
し
て
い
る
。

②
買
物
ア
プ
リ
登
録
者
利
用
者
が
増
え

な
い
こ
と
。
そ
し
て
Ｉ
Ｄ
登
録
を
敬
遠
さ

れ
る
方
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
課
題
。

③
船
岡
地
域
の
ネ
ッ
ト
注
文
に
よ
る
買

物
支
援
を
拡
大
す
る
た
め
、
地
域
に
出

向
い
た
受
付
を
検
討
し
て
い
る
。

　

丹
比
店
に
つ
い
て
は
エ
ス
マ
ー
ト
若
桜

店
の
開
店
を
受
け
、
若
桜
鉄
道
を
利
用

し
た
シ
ル
バ
ー
定
期
の
一
部
助
成
を
考
え

て
い
る
。

買い物支援

公
設
民
営
で

店
は
で
き
な
い
か

町
長
／
若
桜
と
は

　
　
　

町
の
形
態
が
違
う

質
問

　

船
岡
地
域
で
小
さ
く
て
も
買
物
が
で

き
る
店
を
希
望
す
る
方
が
あ
る
。
公
設

民
営
化
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

若
桜
と
は
町
の
形
態
が
違
う
。
八
頭

町
は
民
間
の
ス
ー
パ
ー
が
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

森　亜紀子 議員

質
問

　

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
人
に
対
し

て
個
別
支
援
計
画
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
次
の
２
点
を
伺
う
。

①
個
別
の
支
援
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

②
「
要
配
慮
者
の
安
全
確
保
計
画
」
の

中
で
福
祉
避
難
所
等
の
訓
練
を
実
施
す

る
こ
と
と
あ
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
令
和
３
年
５
月
の
災
害
対
策
基
本
法

の
改
正
に
よ
り
努
力
義
務
化
さ
れ
た
が

居
住
す
る
集
落
や
自
警
団
な
ど
の
関
係

団
体
と
の
協
力
も
必
要
で
、
簡
単
に
作

成
で
き
な
い
。

　

本
人
や
ご
家
族
、
関
係
機
関
と
協
議

を
行
い
実
効
性
の
あ
る
個
別
の
支
援
計

画
を
作
成
し
た
い
。

②
防
災
の
日
に
全
町
で
行
う
訓
練
に
、
避

難
に
支
援
が
必
要
な
方
の
参
加
を
お
願

い
し
て
い
る
。
現
在
「
個
別
避
難
計
画
」

を
基
に
避
難
訓
練
を
行
う
こ
と
ま
で
は

考
え
て
い
な
い
。

質
問

　

福
祉
避
難
所
の
訓
練
の
予
定
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

コ
ロ
ナ
の
前
ま
で
は
訓
練
を
し
て
い

た
。
来
年
以
降
は
再
開
し
た
い
。

質
問

　

町
の
防
災
訓
練
と
一
緒
に
実
施
が
良

い
と
考
え
る
が
、
福
祉
避
難
所
は
別
途

の
訓
練
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

全
町
の
防
災
訓
練
の
日
に
合
わ
せ
て

実
施
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

要支援者
の避難対策

福
祉
避
難
所
の
訓
練
の
実
施
は

町
長
／
全
町
の
防
災
の
日
に
実
施
で
き
れ
ば

にぎわうエスマート（若桜）

船岡の福祉避難所
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質
問

　

以
前
、
一
般
質
問
に
お
い
て
、
友

達
と
遊
ん
だ
様
々
な
思
い
出
が
郷
土
愛

を
育
む
為
に
は
重
要
だ
と
提
言
し
た
上

で
、
小
学
生
、
中
学
生
に
対
し
、
や

ず
バ
ス
を
無
料
化
で
き
な
い
か
町
長
に

伺
っ
た
。

　

無
料
化
の
提
案
理
由
と
し
て
、
小
学

校
、
中
学
校
の
統
合
に
よ
り
広
範
囲
の

地
域
か
ら
通
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た

為
、
家
族
が
車
で
送
迎
し
な
い
と
、
直

接
会
っ
て
遊
ぶ
事
が
出
来
な
い
状
況
が

発
生
し
て
い
る
事
。
友
達
と
遊
ぶ
為
に

お
金
が
か
か
る
と
い
う
環
境
は
避
け
た

い
な
ど
。

　

質
問
に
対
す
る
町
長
の
答
弁
は
「
学

校
サ
イ
ド
と
の
協
議
が
必
要
」
で
あ
っ

た
。
今
後
、
や
ず
バ
ス
の
無
料
化
は
実

施
す
る
の
か
伺
う
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

学
校
サ
イ
ド
か
ら
無
料
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
徒
指
導
の
面
で
問
題
が
発

生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
伺
っ
て
い

郷土愛を
育む施策

や
ず
バ
ス
の
無
料
化
は

実
施
す
る
の
か

町
長
／
学
校
側
と
の

　
　
　

十
分
な
協
議
が
必
要

る
。

　

町
と
し
て
、
町
内
の
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
子
ど
も
た
ち
が
交
流
す
る
と

こ
は
、
将
来
の
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
が
、
運
用
に
関
し
て
は

学
校
側
と
の
十
分
な
協
議
が
必
要
だ
。

質
問

　

子
ど
も
た
ち
の
主
な
移
動
手
段
は
徒

歩
、
自
転
車
、
保
護
者
の
送
迎
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
家
庭
が
送
迎
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
。
保
護
者
の
負
担
、

安
全
面
の
確
保
、
あ
く
ま
で
現
在
運
行

し
て
い
る
「
や
ず
バ
ス
」
を
利
用
す
る

事
な
ど
メ
リ
ッ
ト
し
か
な
い
よ
う
に
思

う
が
ど
う
か
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

　

苦
情
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
郡
家

駅
に
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
と
情
報
が

入
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
を
加
速
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
国
道
29
号
沿

い
の
児
童
生
徒
が
利
用
で
き
な
い
と
い

う
平
等
性
の
課
題
が
あ
る
。

緒方　陽紀 議員

質
問

　

や
ず
バ
ス
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

町
長
に
伺
う
。

①
利
用
状
況
に
対
す
る
所
見
は
。

②
こ
れ
か
ら
の
八
頭
町
に
対
す
る
役
割

は
。

③
若
桜
鉄
道
や
タ
ク
シ
ー
と
の
連
携
、

す
み
分
け
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

④
買
い
物
環
境
整
備
の
為
、
細
見
線
、

皆
原
線
を
一
本
化
し
船
岡
庁
舎
で
大
江

線
に
連
結
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
路
線
に
よ
っ
て
利
用
実
態
が
非
常
に

少
な
い
の
が
現
状
。

②
通
勤
・
通
学
の
軸
と
な
る
若
桜
鉄
道

へ
の
乗
り
継
ぎ
、
町
内
の
公
共
施
設
や

医
療
機
関
、
買
い
物
に
利
用
い
た
だ
く

こ
と
。

③
行
き
は
鉄
道
で
、
帰
り
に
バ
ス
を
利

用
す
る
と
い
っ
た
相
互
利
用
も
で
き
る

よ
う
な
共
通
パ
ス
で
、
利
用
者
に
と
っ

て
利
便
性
の
高
い
も
の
に
し
て
い
く
こ

と
が
持
続
可
能
な
も
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

　

広
域
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
で
、
現

在
、
鳥
取
県
東
部
圏
域
で
実
証
実
験
第

２
弾
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。

④
折
り
返
し
の
時
間
が
取
れ
な
い
こ

と
、
ま
た
長
距
離
に
な
る
と
、
乗
車
人

員
が
オ
ー
バ
ー
し
た
場
合
な
ど
の
懸
念

も
出
て
く
る
為
難
し
い
。

やずバス

細
見
・
皆
原
線
を
一
本
化
し
、

大
江
線
に
連
結
し
て
は

町
長
／
折
り
返
し
の
時
間
が
と
れ
な
い

やずバス
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ヤングケアラーの相談窓口（保健課）

質
問

　

最
近
、
帯
状
疱
疹
に
罹
患
し
た
方
の
声

を
伺
う
。
殆
ど
の
人
が
持
つ
水
痘
帯
状
疱

疹
ウ
イ
ル
ス
で
起
き
る
。
50
代
以
降
に
発

症
し
易
い
が
、
近
年
若
い
世
代
の
患
者
の

報
告
例
も
あ
る
。
激
痛
で
神
経
痛
と
な
り

一生
続
く
場
合
も
あ
る
。

①
本
町
の
帯
状
疱
疹
の
認
識
と
現
状
は
。

②
病
気
の
合
併
症
と
後
遺
症
の
考
え
は
。

③
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
助
成
の
考
え
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
鳥
取
県
国
保
連
の
資
料
提
供
に
よ
る

と
、
令
和
３
年
度
国
保
加
入
者
で
帯
状

疱
疹
の
方
は
41
人
（
１
．４
％
）
令
和
４

年
度
47
人
（
１
．３
％
）
だ
。
水
痘
・
帯

状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
引
き
起
こ
さ

れ
る
感
染
症
で
、
水
ぼ
う
そ
う
で
発
症
す

る
。

②
治
癒
後
も
体
内
の
神
経
節
に
潜
伏
し
て

お
り
、
加
齢
や
ス
ト
レ
ス
、
過
労
等
で
免

疫
力
が
低
下
す
る
と
痛
み
を
伴
う
赤
い
発

疹
が
生
じ
る
。
50
代
か
ら
70
歳
代
に
多

く
見
ら
れ
る
病
気
だ
が
、
過
労
や
ス
ト
レ

帯状疱疹

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
を
す
べ
き
だ
が

町
長
／
国
の
審
議
会
の

　
　
　

今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い

ス
が
引
き
金
と
な
り
若
い
人
に
発
症
す
る

事
も
珍
し
く
な
い
。
免
疫
機
能
低
下
が

関
係
し
て
い
る
為
、
日
頃
か
ら
食
事
バ
ラ

ン
ス
や
睡
眠
を
取
り
、
体
を
動
か
す
等
規

則
正
し
い
生
活
習
慣
が
重
要
だ
。

③
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、
市
町
村
が
実
施
す

る
定
期
接
種
で
な
く
、
希
望
者
が
受
け

る
任
意
接
種
と
位
置
付
け
て
い
る
の
で
助

成
は
難
し
い
。
現
在
、
ワ
ク
チ
ン
は
国
の

審
議
会
で
定
期
接
種
化
の
議
論
を
し
て
お

り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

質
問

　

事
例
で
、
今
年
４
月
か
ら
千
葉
県
毛

呂
山
町
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
を
接

種
ご
と
に
５
千
円
助
成
し
て
い
る
と
記
事

が
あ
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
助
成
を
す
る
自
治

体
が
増
加
し
て
い
る
。
町
民
の
健
康
を
守

る
観
点
で
、
再
考
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
。
保
健
課
や
町

内
の
医
療
機
関
と
話
を
し
た
い
。

中村　美鈴 議員

質
問

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

は
家
事
や
家
族
の
世
話
等
を
日
常
的
に

行
って
い
る
子
ど
も
と
定
義
さ
れ
る
。

①
昨
年
の
県
調
査
は
、
自
分
が
そ
れ
に
当

た
る
と
し
た
児
童
・
生
徒
が
28
人
い
た
。

本
町
の
そ
の
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
。

②
研
修
で
ケ
ア
ラ
ー
把
握
の
現
状
は
。

③
ケ
ア
ラ
ー
早
期
発
見
と
支
援
体
制
は
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
特
化
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施
し
て
い
な

い
。
現
状
把
握
も
な
い
。

③
関
係
機
関
が
連
携
し
、
家
族
全
体
を

重
層
的
に
支
援
で
き
る
体
制
作
り
が
必

要
だ
。「
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
」

を
中
心
に
、
実
態
把
握
に
努
め
て
い
る
。

子
ど
も
に
「
気
づ
く
」
相
談
機
関
に
「
つ

な
ぐ
」「
支
援
す
る
」
本
人・家
庭
を
「
見

守
る
」
支
援
体
制
の
強
化
を
し
た
い
。

答
弁　

薮
田
教
育
長

②
教
育
相
談
担
当
教
諭
等
が
受
講
し
、

校
内
研
修
で
情
報
共
有
を
実
施
。
ス
キ
ル

を
高
め
た
い
。

　
質
問

　

重
要
な
案
件
と
考
え
る
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

鳥
取
県
と
共
有
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
は

で
き
る
と
思
う
の
で
県
に
確
認
し
た
い
。

ヤングケアラー

ア
ン
ケ
ー
ト
や

実
態
把
握
は
で
き
な
い
か

町
長
／
鳥
取
県
と
共
有
し
、

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
等
県
に
確
認
し
た
い
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質
問

　

人
口
減
少
下
に
お
い
て
、
満
足
度
の
高

い
人
生
と
人
間
を
尊
重
す
る
社
会
を
ど

う
構
築
す
る
か
、
個
別
の
分
野
の
課
題
と

し
て
①
子
育
て
教
育
②
医
療
・
介
護
③
イ

ン
フ
ラ
等
を
示
し
て
い
る
。

①
不
登
校
に
つ
い
て
、
新
聞
に
は
不
登
校

児
童
生
徒
、
過
去
最
高
と
あ
っ
た
が
町
の

現
状
及
び
不
登
校
の
対
応
は
。

②
給
食
無
償
化
に
つ
い
て
、
県
内
の
市
町

村
で
対
応
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
本
町

は
な
ぜ
無
償
化
に
し
な
い
の
か
。
検
討
し

て
い
る
の
か
。

③
小
中
学
校
で
給
食
を
実
施
し
て
い
る
の

に
、
保
育
所
は
な
ぜ
ご
飯
を
持
参
す
る
の

か
。

答
弁　

吉
田
町
長

①
現
在
不
登
校
は
小
中
学
校
で
13
人
だ
。

ス
ム
ー
ズ
に
学
校
復
帰
や
社
会
復
帰
へつ
な

が
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
考
え
て
い
る
。

②
義
務
教
育
の
中
の
給
食
で
あ
り
、
子
育

て
施
策
と
し
て
、
国
の
施
策
と
し
て
取
り

組
む
課
題
で
あ
り
、
機
会
を
と
ら
え
て
要

子育て・教育

保
育
所
は
な
ぜ
ご
飯
を

持
参
す
る
の
か

町
長
／
課
題
を
精
査
し
検
討
し
た
い

望
し
て
い
く
。

③
完
全
給
食
を
実
施
す
る
に
は
、
調
理

施
設
等
の
環
境
整
備
の
確
保
の
必
要
が
あ

り
課
題
を
精
査
し
検
討
を
考
え
た
い
。

質
問

　

い
ま
だ
か
つ
て
保
育
所
の
弁
当
、
ご
飯

の
持
参
、
こ
れ
は
是
正
さ
れ
て
い
な
い
が
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

そ
う
いっ
た
意
見
は
聞
い
て
い
る
。

　

課
題
を
整
理
し
て
検
討
し
た
い
。

質
問

　

そ
の
課
題
は
いつ
頃
ま
で
に
整
理
さ
れ
る

の
か
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

こ
の
議
会
が
終
わ
れ
ば
、
課
題
や
方
法

に
つ
い
て
、
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か
等
に
取

り
か
か
る
。

栄田　秀之 議員

質
問

　

ひ
き
こ
も
り
や
障
が
い
の
あ
る
方
々

の
働
き
、
暮
ら
し
を
応
援
す
る
法
人
で

研
修
を
し
た
。

　

本
町
の
ひ
き
こ
も
り
や
障
が
い
の
あ

る
方
々
の
働
き
や
暮
ら
し
の
応
援
は
。

地
域
の
担
い
手
に
な
る
こ
と
の
応
援

は
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

ひ
き
こ
も
り
の
方
や
ご
家
族
の
相
談

窓
口
は
福
祉
課
だ
。
八
頭
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
も
、
ひ

き
こ
も
り
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
、
就
労
支
援
は

就
労
移
行
、
就
労
継
続
等
の
調
整
を
す

る
相
談
支
援
事
業
所
と
連
携
を
図
っ
て

い
る
。
町
内
の
事
業
所
「
こ
ば
ち
ゃ
ん
」

で
は
電
子
部
品
の
製
造
や
農
業
な
ど
に

も
携
わ
っ
て
い
る
。

質
問

　

ひ
き
こ
も
り
は
大
き
な
問
題
だ
。
ま

ず
第
一
歩
は
、
相
談
窓
口
を
明
確
に
し

て
全
世
帯
に
知
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁　

吉
田
町
長

　

相
談
窓
口
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は

大
事
だ
。
広
報
紙
等
で
周
知
し
た
い
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

産
業
づ
く
り
に
つ
い
て

支援対策

ひ
き
こ
も
り
や

障
が
い
の
あ
る
方
々
の
支
援
は

町
長
／
福
祉
課
や
支
援
セ
ン
タ
ー
と

　
　
　

連
携
を
図
っ
て
い
る
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12
月
定
例
会
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
議
場
ま
た
は
委
員
会
室
で
使
用
で

る
よ
う
会
議
規
則
が
一
部
改
正
さ
れ

議
会
内
Ｄ
Ｘ
の
推
進
が
加
速
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
今
号
で
は
初

め
て
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
デ
ー
タ
の
校
正

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
て
編
集
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
作
業
で
戸
惑
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
編
集
の
効

率
化
に
つ
な
げ
て
い
く
と
と
も
に
、

よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
記
：
灘
口
茂
郎
）

委
員
長　
　

緒
方　

陽
紀

副
委
員
長　

森　

亜
紀
子

委
員　
　
　

前
田　

幸
己

委
員　
　
　

矢
部　

啓
祐

委
員　
　
　

灘
口　

茂
郎

委
員　
　
　

川
西　
　

聡

委
員　
　
　

奥
田
の
ぶ
よ

本
ほ ん だ

田 享
み ち よ

代さん　「議会に高い関心を」

中
な か や

屋 史
ふ み お

男さん　「町議会、傍聴の勧め」

　議会モニターは初めてでモニター自身の制度の趣旨や役割が理解しにく
いと最初は感じました。
　また、定期的にアンケートに回答していますが肌感覚で議会が変わって
いる実感は乏しく思います。

　議員の方は議会に出られるまではそれぞれの経歴があるので、その経験を生かした活動を通
して町民の意見を反映させて頂き、町民が議会に高い関心を維持できるような活動を切望しま
す。

　議会モニターになり、町議会は行政のあらゆることを討議し最終的に議
決し、更に町の将来について議論を深める場所なのだと学びました。
　自分が選んだ推しの議員の活躍を頼もしいと感じたり、知らなかった議
員が新しい推しになるかもしれません。町議会のグラウンドで真剣にプレイ

し活動している場に町民の皆さんが関心を持って集まることが町政のバックアップになるように
思います。たくさんの傍聴を期待しています。

編 集 委 員

2
0
2
4
.2

N
o.0
7
6

本会議はケーブルテレビで生中継しています
議会の傍聴をしてみませんか

なお、定例会の本会議はインターネット配信もしています

議会、議会だよりに関する意見、ご要望をお寄せください。

TEL  0858-72-3975　FAX  0858-72-2641（議会事務局） 八頭町議会

28

編
集
後
記

再
生
紙
と
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
印
刷
し
て
い
ま
す

※
議
会
だ
よ
り
の
発
行
は
2
月
、
5
月
、
8
月
、
11
月
の
年
4
回
で
す
。

議会モニターさんの声

編集の様子


